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昨
年
も「
コ
ロ
ナ
禍
」
の

中
、
趣
味
の
登
山
の
山
行

日
が
50
日
に
及
ん
だ
。
30

年
程
前
に
登
山
を
始
め
た

時
は
、
妻
、
義
兄
、
義
兄
の

友
人
、
職
場
の
同
僚
た
ち

と
の
山
行
で
あ
っ
た
が
、

４
年
前
に
ネ
ッ
ト
で
発
足

し
た
グ
ル
ー
プ
で
の
山
行

が
始
ま
っ
た
こ
と
で
、
昨

年
は
年
間
最
多
の
山
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

現
代
人
は
昔
と
比
べ
て

格
段
に
歩
か
な
く
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
飽

食
の
時
代
食
べ
た
分
だ
け

動
か
な
く
て
は
な
ら
な
い

の
に
食
べ
た
量
と
運
動
量

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
生

活
習
慣
病
や
そ
の
他
い
ろ

い
ろ
な
病
気
の
原
因
と
な

り
ま
す
。
山
を
歩
く
こ
と

は
全
身
運
動
に
な
り
、
有

酸
素
運
動
で
健
康
づ
く
り

に
最
適
で
す
。

里
山
で
あ
る
菩
提
寺
山
、

高
立
山
、護
摩
堂
山
、
近
郷

の
西
蒲
三
山(
国
上
山
、
弥

彦
山
、角
田
山
)か
ら
山
歩

き
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

小須戸今昔展小須戸今昔展 「民謡流し」「民謡流し」22

（協力：小須戸コミュニティ協議会　小須戸アーカイブ’S）

三月といえば！お別れの多い季節。涙腺の弱い私には、辛い時期なんです。

あ～。どこでもドアで四月のサクラに逢いた～い。（ｉ）

木伏　道雄さん （矢代田）

「山歩きはじめて
　　　  みませんか！」

　町制６０周年頃の写真である。
電灯が点けられないため昼間の
民謡流しであった。

①昭和25年（1950年） ②平成元年（1989年）
小須戸まつり前夜祭の華やかな

民謡流し。

前回の講座の様子（パステル）

※本事業は「ストリートピアノ」ではありませんので、当日はコマ毎に事前申込された個人・グループ以外の入室はできません。
   ご了承ください。

小須戸老人福祉センター
（秋葉区小須戸3870-2)

●上映日時と作品４月１１日（火） 
13:30～15:30「続・深夜食堂」を上映します。

●申込不要、映画のみの鑑賞は無料。

　当日直接会場へお越しください。

グ
ル

プ
で
の
山
行

の
作品例作品例



小須戸地区図書室 新刊案内

【一般書】

・『やっかいな食卓』　

　御木本 あかり／著　（小学館）

・『水底のスピカ』　

　乾 ルカ／著　（中央公論新社）

・『麻阿と豪』　

　諸田 玲子／著 （PHP 研究所）

・『小説家の一日』　

　井上 荒野／著　（文藝春秋）

・『みその本』　

　飛田 和緒／著　（KADOKAWA）

・『更年期の処方箋』　

　松峯 寿美／著　（ナツメ社）

【児童書】

・『ひみつの犬』

　岩瀬 成子／著　（岩崎書店）

・『旅するタネの図鑑』　

　多田 多恵子／文と写真　

 （文一総合出版）

・『いのちがかえっていくところ』　

  最上 一平／作、伊藤 秀男／絵　

 （童心社）

・『ポッポーきかんしゃよるさんぽ』　

  とよた かずひこ／著（アリス館）

秋葉区健康福祉課「健康ひと口メモ」
   花粉症の時期がやってきます

＜花粉症とは＞

　植物（スギやヒノキなど）の花粉に

対して人間の体が起こすアレルギー反

応のことです。くしゃみや鼻水、涙な

どは、体内に入った花粉を外へ出そう

とする反応です。症状の中には、新型

コロナウイルスと似たような症状があ

りますので、医療機関への相談をお勧

めします。また、花粉の飛散状況は、

環境省や日本気象協会のホームページ

で随時確認できます。

＜花粉対策の一例＞

・服装はポリエステル等のスベスベし

　た素材がお勧めです。

・つばの広い帽子やスカーフ、めがね、

　手袋で露出を少なくしましょう。

・帰宅時は玄関先で花粉を払い、うが

  いや手洗い、洗顔、鼻をかむなども

  効果的です。

・窓を開ける場合、開ける幅を10㎝程

　度にし、レースカーテンをすること

　で室内に入ってくる花粉量を 1/4 に

　減らすことができます。コロナ感染

　対策のためにも換気は大切です。
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川  柳

　　　　　　　　　　　　題材は自由（お一人一句または一首）。住所、氏名（ペンネーム可）、
　　　　　　　　　　　　電話番号を明記し、締め切りは３月20日（月）となります。
　　　　　　　　　　　　ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集俳句・川柳・短歌募集

俳　句

　住み慣れた地域や家で少しでも長く暮らしたいと

いう気持ちのお手伝いができればと思い、昨年立ち

上げました。「助け合う」をスローガンに活動してい

きたいと思います。

・お手伝いする対象者

  　　　　　概ね75歳以上でお 1人又はご夫婦のみ

　　　　　　の１戸にお住まいの方

・活動内容　主に草刈り、 家外の整理

・活動期間　５月～10月

・作業時間　午前中 1時間程度

・お問い合わせ・申込先 

  小須戸コミュニティ協議会

  （電話：0250-47-3665）　

草刈り作業の様子

＜地域お手伝い隊　
       協力ボランティア募集＞

　矢代田の子どもたちは旧暦の桃の節句（４月３日）に、

ひな祭りのひし餅にならい『ひし形餅』をもって山へ

遊びに行き、一日中楽しんだそうです。このならわし

を復活させ、みんなで山へ遊びに行きませんか！

◆日  　時　令和５年４月３日 (月 )　

　　　　　　８時45分大沢森林公園集合

　　　　　　９時出発　12時解散（予定）

◆参 加 費　３００円（餅代・保険料）

　　　　　　当日受付でお支払ください。

◆持 ち 物　タオル、飲み物、雨具

※注意事項　山に登りますので動きやすい服装と靴で

　　　　　　お越しください。

　　　　　  小学生以下の方は保護者同伴でお願いし

　　　　　　ます。

　　　　　  トイレは大沢公園にしかありません。

　　　　　　ご注意ください。

◆行　程　　９時　大沢公園出発 

          ⇒11時　髙立山（休憩）

　　　　　⇒12時　大沢公園到着　

※状況により、変更になる場合があります。

※雨天の場合は、ふれあい会館にてレクリ

  エ―ション等を行う予定です。

◆定　員　　　30名（先着順）

◆問合せ･申込 小須戸地区ふれあい会館へ

  電話でお申し込みください。

  （９時～17時）　電話：0250-38-3151

※休館日：月曜・祝日　

※申込締切３月25日（土）

※新型コロナウイルスの影響により

  中止となる場合があります。

共　催　　小須戸地区スポーツ振興会

　        山の手コミュニティ協議会

          小須戸コミュニティ協議会

《山遊さん》
～山に遊びにいきませんか～
参加者募集！

１
・
２
月
の
公
民
館
事
業
を
終
え
て

　

寒
波
に
よ
る
計
画
断
水
が
回
避

さ
れ
た
翌
日
の
１
月
29
日(
日
)
、

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
(
ク
ロ
ス

パ
ル
に
い
が
た
)
で
活
動
し
て
い

る
「
大
人
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

勉
強
会
」
を
主
宰
さ
れ
て
い
る
新

潟
大
学
工
学
部
の
今
村
先
生
と
大

学
院
生
、
勉
強
会
の
メ
ン
バ
ー
の

方
々
の
ご
指
導
の
も
と
、
体
験
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｄ
ｅ
Ｎ
Ａ
が
開
発
し
た
「
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
ゼ
ミ
」と
い
う
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
使
っ
て
パ
ソ

コ
ン
の
画
面
上
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
動
か
し
て
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を

つ
く
っ
た
り
、
電
子
基
板
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
を
光
ら
せ
た
り
、
日
常
生
活
で

使
わ
れ
て
い
る
「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
」
の
考
え
方
に
つ
い
て
親
子
で

学
習
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
仲

間
づ
く
り
を
目
的
に
、
１
月
10
日
、

２
月
14
日
、
28
日(
火
)
の
３
回
に

わ
た
っ
て
小
須
戸
体
育
館
で
体
験

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
れ
ま
で
の
ラ
リ
ー

な
ど
の
練
習
に
加
え
て
、
テ
レ
ビ

な
ど
で
の
お
な
じ
み
の
決
め
ら
れ

た
玉
数
で
的
が
射
抜
け
る
か
と
い

う
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
も
行
い
、
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
１
月
24
日(
火
)
に
予
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
体
験
会
に
つ
き

ま
し
て
は
、
寒
波
に
よ
り
中
止
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
年
３
月
末
で
51
年
の
歴
史

を
閉
じ
よ
う
と
す
る
小
須
戸
幼

稚
園
で
、２
月
27
日(
月
)
に「
ひ

な
ま
つ
り
お
茶
会
」
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

流
行
し
、
昨
年
ま
で
は
お
茶
の

先
生
を
お
招
き
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
流
行
が
落
ち
着
い
て

き
た
こ
と
か
ら
、
今
年
は
表
千

家
教
授
の
中
野
先
生
と
講
師
の

木
村
先
生
を
お
招
き
し
、
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
木
村
先
生
か
ら
お
茶

の
楽
し
み
方
に
つ
い
て
、
説
明

が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
出
さ

れ
た
和
菓
子
を
食
べ
て
、
そ
の

後
、
中
野
先
生
が
点
て
た
お
茶

を
教
え
ら
れ
た
作
法
に
従
っ
て
、

楽
し
み
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
園
児
の
保
護
者
が

お
客
様
に
な
り
、
和
菓
子
を
食

べ
た
後
、
子
ど
も
た
ち
が
点
て

た
お
茶
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
２
月
の
終
わ
り
と

は
言
う
も
の
の
、
温
か
い
日
差

し
の
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し

た
雰
囲
気
で
ひ
な
ま
つ
り
お
茶

会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

第18回
新潟教育アート展入賞作品紹介
　下越教育研究会と新潟市が共催で実施している

展覧会において、15,388点の出品作品より、審査の

結果1,160点の入賞作品が選ばれ、奨励賞として矢

代田小学校の児童が受賞しました。

【奨励賞】

「ぼくとアサガオ」

矢代田小学校１年

賀梨人　維馳さん

　青やピンクやむら

さきのいろいろな色

の花がたくさんさい

てうれしかったので、

それがつたわるよう

に、花を大きくかき

ました。

　か  り にん  　 い  ち

●
こ
ど
も
と
お
と
な
の

　

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
体
験
会

●
体
験
！
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

  

入
門
(
ス
リ
ッ
パ
卓
球
体
験
会
)

小
須
戸
幼
稚
園

「
ひ
な
ま
つ
り
お
茶
会
」
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